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発行/編集

大王地区まちづく

り協議会 広報部

宇陀市榛原下井足

８２５番地

（農林会館内２Ｆ）

令和３年度事業計画・予算及び役員・各部会員等を

総務委員会において、書面決議で了承されました

ーこれからが真の「まちづくり」ー
会長 高見 喬宏

「地域・人・心」を繋ぎ、大王地区の地域力を高めることを掲げて設立した「大王地

区まちづくり協議会」も、はや８年となりました。

これも地域を愛する皆様のおかげと、感謝申し上げます。

しかし、コロナの蔓延によりここ２年すべての活動を自粛しなければならない状況に

至り、総会も書面決議、各部会も実施出来ず休止状態に置かれています。救いは、昨年

各役員のご理解と、熱意のお陰で「コロナ禍における活動のあり方」をテーマに「わが

地域じまん祭」が実施出来たこと、５年がかりで取組みを進めてきた「井足岳登山コー

ス」整備がほぼ完了したことです。

今年度もコロナ禍であることから、前期における各部の事業は中止させていただきま

したが、後期の事業として、「わが地域じまん祭」・「井足岳登山コース完成記念登山」

を実施する予定で準備を進めています。

コロナの終息後のことを考えると、今何もしないでいると大王地区の「地域力」さえ

失われるように思われます。この地域の良さを次世代に繋ぐのも「まちづくり協議会」

の大きな役割ですので、皆様と役員一丸となってコロナ禍を乗り切って行こうではあり

ませんか。

ワクチン接種が進んだとは言え、安心できる状況にはありませんので、お体に気を付

けてお過ごし下さい。

令和３年度 大王地区まちづくり協議会

事 業 計 画 書

科 目 実施時期（予定日） 事 業 名 事 業 概 要

会 議
5月

定例会 隔月

大王地区まちづく

り協議会総会中止

役員会・部会

事業計画・収支予算・
役員(案)書面決議
役員会・部会

広報部会
10月1日予定

1月1日
広報の発行 全戸配布

健康・福祉

部会

９月～
広報活動 健康に関する広報活動を実

施。次年度の計画

教育・文化

部会

８月より

名所マップに基づ
き各場所の点検を
実施

木工教室（中止）

地域見直しのための広報活

動を実施

木工教室については、次年
度についての計画立案

次世代 (わ
かもの )部
会

１０月より

イベント販売

商品開発

市内での生産

県内外のイベントでの販売

（中止）

市内での生産場所に変更し、

自力生産を目指す。（商品

の充実と開発を進める）

環境・防災

安全部会

１０月より
「避難所」づくり

避難所における組織と役割

についての研修会（まち協

内の研修）

次世代 (わ
かもの )部
会、教育・
文化部会

体協の後半事業

に併せて活動予

定

大王地区体育祭

登山協力

バザーの実施

井足岳開発

部会 ４月より

井足岳登山コース

の維持管理

コース完成登山
（体協と共催）

登山道マップ作成
コース点検・草刈り
１１月～１２月前半実施
の予定

全部会
11月21日

（予定）

第７回文化祭わが

地域「じまん祭」

大王地区住民の作品の展示

等・農産物販売

令和３年度 一般会計収支予算書

収入の部
(単位：円）

項 目 本年度予算額 前年度予算額 比較(増減) 備 考

繰越金 71,121 33,385 37,736前年度繰越金

補助金 679,000 679,000 0市補助金基本分

雑収入 9,879 7,615 2,264バザー収益金、預金利息等

計 760,000 720,000 40,000

支出の部

項 目 本年度予算額 前年度予算額 比較(増減) 備 考

会議費 30,000 30,000 0総会・各部会賄い

事務費 160,000 120,000 40,000
コピー機リース代金等

事務用品代

印刷製本費 40,000 40,000 0まち協広報紙印刷代他

活動費 440,000 450,000 △10,000

子供の育成のぼり代

体育協賛景品代

登山道マップ・最終整備費

農産物加工及び材料代

備品購入費 70,000 50,000 2 0 ,0 00いやし空間づくり用備品

予備費 20,000 30,000 △10,000

計 760,000 720,000 40,000

(単位：円）
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大王地区まちづくり協議会 役員名簿
◆規約第７条第６項に規定する委員

【総 務】

役職名 氏 名 備 考

委 員 高見 喬宏 自治会長・協議会会長

委 員 皆見 義徳 協議会副会長

委 員 巽 重弘 自治会長・協議会副会長

委 員 村井 利一 元協議会副会長

委 員 生駒 登 自治会長

委 員 吉岡 久和 自治会長

委 員 山本 康雄 自治会長

委 員 西田 一男 自治会長

委 員 上岡 和宏 自治会長

委 員 大塚 秀和 自治会長

委 員 中森 甚三 自治会長

委 員 相原 晩穂 自治会長

委 員 谷口 久夫 自治会長

委 員 森本 文男 協議会会計・部会長

委 員 山口 隆次 部会長

委 員 矢谷 良治 部会長

委 員 森田 泰子 部会長

委 員 藤田 茂樹 部会長

委 員 森本 彰一 部会長

委 員 尾崎 正行 部会長

委 員 大塚美代子 書記

◆まちづくり協議会 部会名簿

◆規約第８条に規定する委員

【役 員】

役職名 氏 名 備 考

会 長 高見 喬宏

副会長 皆見 義徳

副会長 巽 重弘

アドバイザー 村井 利一

事務局 大塚美代子

会 計 森本 文男

理 事 森田 泰子

理 事 山口 隆次

監 事 池田 祐介

監 事 和田 邦夫

顧 問 夛田與四朗

役職名 氏 名 備 考

部会長 森本 文男

副部会長 村井 利一

部 員 吉田 徹 書記

部 員 吉岡 伸泰

部 員 谷本 善則

部 員 谷口 久夫

部 員 中森 甚三

部 員 西田 一男

部 員 上岡 和宏

部 員 山本 康雄

部 員 多田 政弘

部 員 大塚 秀和

部 員 田中 基晶

部 員 穴瀬 昌宏

部 員 松浦 俊員

部 員 本田 克己

部 員 辻 増夫

部 員 藤田 貢

部 員 新谷 正澄

部 員 室 徳司

部 員 福辻 実

【環境・安全防災部会】

◆まちづくり協議会 部会名簿

役職名 氏 名 備 考

部会長 山口 隆次

副部会長 南 武仁

部 員 大塚美代子

部 員 室 典良

【広報部会】

【次世代(わかもの)部会】

役職名 氏 名 備 考

部会長 藤田 茂樹

副部会長 新谷 真生

部 員 池田 孝志

部 員 大塚 成人

部 員 吉村 祥吾

部 員 馬場尾隆広

部 員 藤岸 猛

部 員 的場 浩司
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◆ ま ち づ く り 協 議 会 部 会 名 簿

役職名 氏 名 備 考

部会長 矢谷 良治

副部会長 中井 雅文

部 員 三尾 勇 書記

部 員 和田 邦夫

部 員 山本 冨男

部 員 岩井 桂子

部 員 山岡 通浩

部 員 河辻 弘宣

部 員 栗野 肇

部 員 堤 正明

部 員 小林 達男

部 員 大上 昇一

部 員 菅原 啓三

部 員 西谷 栄治

部 員 高奥 操一

部 員 大西 芳雄

部 員 福田勢津子

部 員 井口 滋

部 員 山田新二郎

部 員 楚坂 武雄

【健康・福祉部会】

役職名 氏 名 備 考

部会長 森田 泰子

副部会長 桶谷 輝男

部 員 徳田 芳樹

部 員 的場 功

部 員 西岡 一博

部 員 相原 晩穂

部 員 池田 祐介

部 員 植平英美子

部 員 生駒 登

部 員 中垣 俊一

部 員 吉岡 久和

部 員 新谷 繁蔵

部 員 田中 正冨

部 員 佐山 利生

部 員 堂浦 勇

部 員 西 良清

部 員 松浦 達男

【教育・文化部会部会】 【井足岳登山道開発部会】

役職名 氏 名 備 考

部会長 尾崎 正行

部 員 西田 一男

部 員 多田 善英

部 員 森本 文男

部 員 村井 利一

部 員 吉岡 伸泰

部 員 田中 基晶

部 員 松浦 俊員

部 員 多田 政弘

部 員 山口 隆次

部 員 新谷 繁蔵

部 員 高見 喬宏

第７回ミニ文化祭 ～わが地域じまん祭～
１１月２１日（日）に開催します!!

第
７
回
わ
が
地
域
じ
ま
ん
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て

会
長

高
見

喬
宏

大
王
地
区
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流
行
も
、
２
年
ほ
ど
で
終
息
を
見

る
か
と
思
わ
れ
た
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
予
想
を
裏
切
ら
れ
以
前
の

よ
う
な
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
市
レ
ベ
ル
の
行
事
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
自
治
会
単

位
の
集
い
ま
で
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
、
大
王
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
密
を
避
け
る
た
め
に
、
「
じ
ま
ん
祭
」
以

外
の
総
会
及
び
他
の
事
業
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
行
事
計
画
に
も
記
載
致
し
ま

し
た
よ
う
に
総
会
及
び
部
会
別
事
業
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
11
月
の
「
じ
ま
ん
祭
」
は
実
施
の
予
定
で
進
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
感
染
予
防
対
策
を
基
本
に
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事

業
実
施
の
あ
り
方
を
今
後
の
た
め
に
、
来
場
者
・
役
員
と
も
に
深
め

て
い
く
「
じ
ま
ん
祭
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
と
は
言
え
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
以
上
の
感
染
予
防
処
置
を
と
り
、
地
域

と
地
域
、
人
と
人
、
心
と
心
を
つ
な
ぎ
、
よ
り
人
に
優
し
い
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
「
大
王
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
柱
と
し
て
の
事
業
第
７
回
目
「
わ
が
地
域
じ
ま
ん
祭
」

を
迎
え
た
い
と
役
員
一
同
考
え
て
い
ま
す
。

概
要
と
し
て
は
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
は
密
を
避
け
る
た
め
中

止
、
農
産
物
の
販
売
と
美
術
展
を
中
心
に
企
画
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
は
、
マ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
・
検
温
・
（
手
）
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
・
購
入
時
の
間
隔
な
ど
役
員
で
そ
の
都
度
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大
王
地
区
の
皆
様
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
感
染
者
へ
の
心
な
い
中
傷
や
誹
謗
、
偏
見
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
の
感
染
予
防
対
策
受
付

昨
年
度
の
農
産
物
販
売
風
景
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編 集 後 記

ウイズコロナ禍

の時代、感染予防

治療薬の飲み薬が

一刻も早く完成販売

が待たれます。

互いに出来るこ

とを率先して行動

して頑張ろう。！！

りゅう

文

化

祭

作

品

を

募

集

し

ま

す

＜部門及び作品規格＞
絵画……日本画・洋画ともに、１辺１５０ｃｍ以内の拡張又は額装にて、版画は、ハガ

キ版以上で額装での出品してください。

書芸……仕上がり寸法で額装・軸装含め１．６㎡以内（最大辺タテ２４０ｃｍ・ヨコ１

８０ｃｍ）所定の用紙に記入した釈文をつけて ください。

写真……仕上がり寸法２５ｃｍ×３０ｃｍ以上で、７５ｃｍ×１２０ｃｍ以内の額装又

はパネル張りにて出品してください。

組写真は、上記サイズ内に収めてください。

彫塑・工芸……平面作品は１ｍ×１ｍ以内、立体作品は１㎥以内とし、重量は２５ｋｇ

以内を目安とします。

作品の申込み受付と搬入日は、１１月１４日（日）の午前１０時から午後３時まで、場

所は、農林会館２階大王まち協事務局室まで。

お
知

ら

せ

井
足
岳
登
山
を
計
画
し
て
い
ま
す

５
年
越
し
で
取
り
組
み
ま
し
た
「
井
足
岳
・

伊
那
佐
山
登
山
コ
ー
ス
整
備
も
や
っ
と
完
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
体
育
協
会
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
共

催
で
、
完
成
記
念
登
山
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
大
王
地
区
の
皆
様
の
ご
参

加
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨年度の作品展示


